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第１回ふくしま創生・人口戦略本部会議 

 

日 時：令和７年４月２４日（木）１３：３０～１３：５５       

場 所：危機管理センター災害対策本部会議室 

  

【鈴木副知事】 

 ただ今から、第１回ふくしま創生・人口戦略本部会議を開催いたします。 

 早速、「令和７年度ふくしま創生・人口戦略の進め方」について、企画調整部 

長。 

 

【企画調整部長】 

 資料１をご覧ください。総合戦略の初年度となります令和７年度の「ふくし

ま創生・人口戦略」の進め方についてです。地方創生・人口減少対策は戦略的

に進めていくことが極めて重要であり、あらゆる方々と「連携・共創」し、「地

域の多様性」を最大限に引き出しながら効果的な施策を展開していく必要がご

ざいます。 

資料真ん中の左側を見ていただいて、「１．部局横断による連携・共創」につ

いてです。特に重要な７つのテーマを「戦略重点プロジェクト」として、横断

的かつ戦略的に推進することとしています。「ふくしま創生・人口戦略ワーキン

ググループ」の下、地方振興局も含め、全庁的に連携し事業を執行するととも

に、必要な施策を検討してまいります。 

次に、「２．地域特性を踏まえた連携・共創」です。県内７地域それぞれの人

口動態やＧＰＳデータ等を収集・分析し、「人口減少対策加速化事業」をはじめ、

地域課題の解決に向けた事業構築を進めてまいります。 

最後に、「３．官民による連携・共創」です。県全体で、地方創生・人口減少

対策に連携して取り組むための基盤として「官民連携・共創チーム」を立ち上

げます。７月に「キックオフミーティング」を開催するほか、県内大学生等と

連携して、地域や企業が抱える課題を把握し、その解決方策等を検討するとと

もに、その活動を広く発信してまいります。 

 

【鈴木副知事】 

 次に「各部局の取組」について説明願います。まず、企画調整部。 

 

【企画調整部長】 

 まず始めに、今回設置しました人口戦略本部の事務局として、各部局、各地

方振興局の取組を支え、横串を刺して、県として総合力を発揮できるよう進め

てまいります。 

企画調整部においては、社会減対策の一環として、地域のキーパーソンと連

携した首都圏セミナーや、本県出身の若者を対象とした交流会等を開催し、福
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島ならではの魅力を発信することで、関係人口の創出・拡大を図りつつ、本県

への移住・定住を促進してまいります。 

また、人口減少社会への適応の観点から、市町村とも連携し、「データ連携基

盤」を活用した新たな住民サービスの検討を進めるとともに、市町村のニーズ

に応じたアドバイザーの派遣や財政支援等に取り組むなど、県全体のＤＸを着

実に推進してまいります。 

以上です。 

 

【鈴木副知事】 

次に、総務部。 

 

【総務部長】 

 総務部におきましては、今年度の当初予算について、新たな「ふくしま創生

総合戦略」の下、あらゆる主体と連携・共創し、誰もが活躍できる「福島なら

では」の県づくりに向け、「復興・再生」と「地方創生」を両輪で推進するため

の予算を編成いたしました。 

また、市町村・民間企業等との連携や様々な媒体・手法の活用により、福島

の正確な情報を発信し、本県への関心を高め、イメージ向上を図るとともに、

県庁における働き方改革やワーク・ライフ・バランスの推進による働きやすい

職場づくりと、人口減少を始めとする課題の解決に取り組む市町村への支援に

努めてまいります。 

 

【鈴木副知事】 

次に、危機管理部。 

 

【危機管理部長】 

 ふくしま創生総合戦略を進めていくためには、基本目標の２に掲げます「あ

らゆる人が安心して豊かに過ごすことができる暮らし」の実現が不可欠であり

ますことから、危機管理部では、頻発化・激甚化する自然災害に対処するため、

自助・共助・公助が連携した地域防災力の向上に向け、防災アプリ等を活用し

たマイ避難の更なる定着・実践や、地区防災計画への支援、消防団員の確保な

どを進めてまいります。 

また、本県復興の大前提である福島第一第二原子力発電所の廃炉に向けては、

安全かつ着実に作業が進められるよう、その取組を監視してまいります。 

以上です。 

 

【鈴木副知事】 

 次に、生活環境部。 
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【生活環境部長】 

 生活環境部では、人口減少対策の取組として、若年女性の県外流出を抑制す

るため、性別に関わらず、共に協力し合って家事を行う「とも家事」を、幅広

い世代に向けて呼び掛けるイベントやキャンペーンを展開してまいります。 

また、専門家と学生の意見交換会や啓発動画による配信などを通じて、女性

や若者の思いを広く発信するなど、固定的な性別役割分担意識を解消し、女性

が活躍できる環境づくりを着実に進め、特に若い世代の女性にとっても、暮ら

しやすく働きやすい県のイメージ形成を図ってまいります。 

以上です。 

 

【鈴木副知事】 

 次に、保健福祉部。 

 

【保健福祉部長】 

 保健福祉部においては、女性の健康づくりや働きやすい職場づくりを目指す

事業所を支援する「女性活躍・働く世代の健康づくり推進事業」を新たに立ち

上げるとともに、これまでの健康経営の取組と有機的に連携させることができ

るよう、事業所への伴走支援を実施するなど、魅力的で働きやすい県内企業の

増加を図ってまいります。 

また、介護や看護における人材の確保・定着のため、若年層へのアプローチ

を意識した体験イベントの開催やマッチングサイトの制作・運営等により、県

内での就職促進に積極的に取り組んでまいります。 

 

【鈴木副知事】 

 次に、商工労働部。 

 

【商工労働部長】 

 商工労働部といたしましては、働く女性のキャリアアップ支援や女性活躍・

働き方改革に積極的な企業への奨励金の支給のほか、新たに国認定制度「える

ぼし・くるみん」取得に向けた伴走支援等により、女性・若者に選ばれる魅力

ある職場づくりを後押しします。 

また、昨年度に引き続き『感働！ふくしま』プロジェクトを展開し、学生参

加型の情報発信や企業見学会等の体験機会の提供により、県内企業の魅力発信

を強化することで、若い世代の県内定着・還流を促進します。 

さらには、企業が新たに県内オフィスを設置し、県内在住の女性を新規雇用

する場合に費用の一部を支援することで、女性の「働く場」を創出するととも

に、女性の県内定着を促進してまいります。 
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【鈴木副知事】 

次に、農林水産部。 

 

【農林水産部長】 

 農林水産部では、県農業経営・就農支援センターを中心に、新規就農者の確

保・育成等に取り組んでおり、昨年度の新規就農者数は、県外からの４５名を

含め、３２２名となりました。就農形態については、自営就農が１５２名、雇

用就農が１７０名で、野菜、果樹部門へ就農する方が多くなっております。 

今年度は、「ふくしま型農業ＤＸ推進事業」により、作業効率の向上に資する

スマート農業を推進することで、経営の規模拡大や安定化を図るとともに、経

験が浅くても農業に取り組みやすい環境を整え、新規就農者の確保に繋げるな

ど、引き続き、儲かる農林水産業の実現に向けて取り組んでまいります。 

 

【鈴木副知事】 

次に、土木部。 

 

【土木部長】 

 土木部では、「若者や女性が働きやすい職場づくり支援」として、建設ＤＸの

一層の推進や、週休二日確保工事の拡大など、働き方改革の取組を進めてまい

ります。 

また、「移住・定住の促進」については、移住・二地域居住、新婚・子育て世

帯等が行う住宅取得や空き家活用に対する支援など、重点的に取り組んでまい 

ります。 

 以上です。 

 

【鈴木副知事】 

次に、避難地域復興局。 

 

【避難地域復興局長】 

避難地域復興局では、社会減対策の一環として、避難地域の居住人口拡大の

ため、避難地域への移住促進に取り組んでおり、ふくしま１２市町村移住支援

センターを中心に移住関心層への情報発信、移住体験ツアーやセミナーの開催

などを行っております。 

さらに令和７年度からは、他地域と比べ、医療・介護・福祉分野の従事者不

足となっている状況を踏まえ、医療・介護等の資格を有する移住者に対し、新

たに移住支援金の加算措置を講じ、復興に必要な担い手を確保することとして

おります。 

引き続き、１２市町村への移住を促進し、移住人口の増加に取り組んでまい

ります。 
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【鈴木副知事】 

 次に、文化スポーツ局。 

 

【文化スポーツ局長】 

文化スポーツ局では、スポーツを通じた共生社会の実現や、アートを通した

豊かな暮らしの実現に向けた取組を実施してまいります。 

１１月に開催される「東京 2025 デフリンピックサッカー競技」では、県内の

小・中・高校生を無料招待することで、共生社会への意識を高めるほか、令和

８年に開幕する「大ゴッホ展」に向け、県内の文化施設を周遊するスタンプラ

リーをアートウォーキングと併せて展開し、これまで気づかなかった様々な

「ふくしまアート」の魅力を発信するなど、各種取組により、県内の文化・ス

ポーツを一層推進し、多くの方々に、ずっと住みたい、移住したいと思っても

らえる、魅力ある県づくりに取り組んでまいります。 

 

【鈴木副知事】 

次に、こども未来局。 

 

【こども未来局長】 

 当局におきましては、自然減対策のうち、「出会い・結婚・妊娠・出産・子育

て支援の充実」について取組を強化してまいります。 

まず出会い・結婚につきましては、結婚支援システム「はぴ福なび」のマッ

チング機能を充実させるほか、民間企業等と連携して、若者の交流の場の拡充

を図ります。 

次に妊娠・出産については、プレコンセプションケアの更なる普及啓発に力

を入れるとともに、不妊治療費の助成などにより支援を継続してまいります。 

さらに、子育て支援につきましては、「遊び」環境の改善による保育の質の向

上や、放課後児童クラブの待機児童解消に向けた人材確保などに取り組んでま

いります。 

これらを通し、出会いや結婚、子どもを生み育てたいという若者の願いをか

なえるため、ライフステージに応じた切れ目のない支援を積極的に展開してま

いります。 

以上です。 

 

【鈴木副知事】 

次に、観光交流局。 

 

【観光交流局長】 

 観光交流局では、各部局が取り組んでいる移住・定住や大ゴッホ展など、各
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種事業において、観光的な側面で緊密に連携しながら交流人口、関係人口の拡

大を図ってまいります。 

また、現在、プレＤＣを展開しており、来年の本番ＤＣに向け、ＪＲを始め、

観光事業者や市町村等と更に連携し、県内周遊施策の実施や、本県ならではの

観光コンテンツである「ふくしまの酒」を始め、県産品の魅力等を、大阪・関

西万博を始め、各種イベントや知事のトップセールスにより、官民一体となっ

て国内外に発信してまいります。 

 

【鈴木副知事】 

次に、病院局。 

 

【病院局長】 

 県民が県内のどの地域においても安心して生活していく上で、求められる医 

療環境の確保・充実は欠かすことのできないものであり、人口減少に歯止めを 

かけるためには極めて重要な対応でありますことから、病院局では、政策医療

に一層力を入れ、中山間地域や被災地域における良質な医療サービスの提供に

努めるとともに、新たな病院等の整備をしっかりと進めてまいります。 

 

【鈴木副知事】 

 次に、教育庁。 

 

【教育庁参事】 

 教育庁では、本県教育の魅力化を図るため、小中学校においては、「ふくしま

学力向上総合支援事業」により、学校を直接訪問する伴走支援や、デジタル教

材を活用した学習支援を進め、学力向上を軸に教育環境の充実に取り組んでま

いります。 

また、高等学校においては、「ふくしまを創る若者のプラットフォーム構築事

業」により、県内７地区にネットワーク推進委員を配置し、地域と学校の連携

を強化するなど、高校生と地域で活躍する人材等とのつながりを構築します。 

さらには、探究的な学習活動を通して、高校生の郷土理解を促進するほか、

地域課題の解決に寄与することで、自己有用感を醸成し、福島の将来を担う人

材を育成してまいります。 

 

【鈴木副知事】 

 次に、警察本部。 

 

【警察本部長】 

県内では、過疎・中山間地域で強盗等の凶悪事件が発生しているほか、県内

全域でなりすまし詐欺や金属を対象とした窃盗事件が頻発していることに加
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え、匿名・流動型犯罪グループが関与する犯罪が発生するなど、県民が不安を

感じる身近な犯罪対策が求められていることから、県警察としては、治安上の

課題に柔軟かつ的確に対処しながら、引き続き、県の取組を治安面から支援し、

県民の皆様の安全・安心を確保する活動を推進してまいります。 

 

【鈴木副知事】 

次に「各地方振興局の取組」についてお願いします。 

まず、県北地方振興局。 

 

【県北地方振興局長】 

 地元の大学生とともに取り組む地域の多様な魅力の発信。そして、商工会議

所、商工会としっかり連携して行う働き方改革に取り組む企業への伴走支援。

これらの事業を通じて、若者に選んでいただける地域づくりを進めてまいりま

す。 

 

【鈴木副知事】 

次に、県中地方振興局。 

 

【県中地方振興局長】 

 県中地域は、県内で人口及び出生数が最も多く、製造業者の集積が進み、大

学や専修学校も多い地域ではありますが、県外への転出数が最多となっており

ます。 

「県中地域「しごと」×「移住・定住」推進事業」では、高校や地域キーパ

ーソンと連携し、県内外の若年層に地域の「しごと」や「暮らし」を知っても

らい、県外流出の抑制とＵ・Ｉターンを促進してまいります。 

「企業×学生×地域 ときめき出会い創出事業」では、研究機関等と連携し、

高校生及び大学生に先進企業や技術を知ってもらい、県内就職の促進による社

会減対策を図ります。 

また、若者や女性が暮らし、働きやすい地域を実現するため「令和の意識改

革セミナー」や、管内企業の若手社員の出会い創出ツアーを実施し、人材不足

の解消や自然減対策を図ってまいります。 

 以上です。 

 

【鈴木副知事】 

次に、県南地方振興局。 

 

【県南地方振興局長】 

 県南地域は、首都圏に近くアクセスに恵まれておりますが、県外への人口流

出とそれに伴う地域産業の担い手不足という課題を踏まえ、二つの事業を実施
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いたします。 

まず、「首都圏からの移住推進＆就職先マッチング支援事業」では、企業等の

情報発信や求職者と企業等とのマッチングを行うとともに、採用力強化に向け

た伴走支援により、県南地域への移住の推進を図ってまいります。 

次に、「しらかわ“ならでは”の関わりびと・巡りびと創出事業」では、短期

アルバイトと旅行を組み合わせ、人手不足の事業者と地方に興味のある方をマ

ッチングする取組と、観光シンクタンク及び地域の観光事業者等による魅力あ

る旅行商品の造成支援により、関係・交流人口の拡大を図ってまいります。 

 以上です。 

 

【鈴木副知事】 

次に、会津地方振興局。 

 

【会津地方振興局次長】 

 会津地域の課題として、若者流出が顕著であり、それに伴い、婚姻率も県内

平均を下回るなど少子・高齢化の悪循環が発生しております。 

そこで、高校生の流出防止を図りながら、新たに管内企業と県外大学生のオ

ンラインイベントを行うことで、若者の環流を促進いたします。あわせて、婚

活イベントを行い、男女の出会いを広域的に創出することで婚姻率の上昇を図

り、悪循環の解消につなげてまいります。いずれも高校や市町村と連携し、相

乗効果を図ってまいります。 

一方、会津地域の強みは、県の入込客数の約１／４を占める観光です。そこ

で、新たに広域観光コースを造成し、入込客数を更に増やし、交流・関係人口

拡大につなげてまいります。 

 以上です。 

 

【鈴木副知事】 

次に、南会津地方振興局。 

 

【南会津地方振興局】 

南会津地域は、県内で唯一老年人口が生産年齢人口を上回るなど、担い手確

保と若者の流出防止が喫緊の課題であります。今回実施する事業のポイントは

三つです。 

まず、若者と女性です。地域の若者達と連携し、彼らを主役にして彼らが定

着しやすい地域づくりの気運を共に醸成してまいります。 

次に、ワーキングホリデーです。総務省のふるさとワーキングホリデー制度

を活用し、南会津ならではの仕事や住民との交流を通してファンづくりを進め

てまいります。 

最後はドローンです。ドローン人材の育成と利活用促進を図り、担い手確保
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や若者の流出防止につなげてまいります。 

関係団体と連携しながらしっかりと取り組んでまいります。 

 以上です。 

 

【鈴木副知事】 

次に、相双地方振興局。 

 

【相双地方振興局長】 

 相双地方振興局では、震災前の水準に回復していない観光客数や企業の人手

不足感などの課題を踏まえ、新しい人の流れづくり、人材確保の２つの視点で

事業を実施してまいります。 

まず、スマホ向け位置情報ゲームとのコラボによる相馬野馬追への誘客促進

を始め、管内の地域資源を連結した新たな旅のスタイルの提案や「あぶくまロ

マンチック街道」の情報発信に市町村等と連携し取り組んでまいります。 

また、復興に向けた取組が進められている相双地方で働くことのイメージを

醸成するため、県内の大学生や高校生へとターゲットを明確にし管内企業の魅

力を伝え、地元への就職の促進、人口流出の抑制を図ります。 

以上、交流人口拡大と人材確保の両輪で人口減少対策に取り組んでまいりま

す。 

以上です。 

 

【鈴木副知事】 

 最後に、いわき地方振興局。 

 

【いわき地方振興局長】 

いわき地域では、若者の市外流出や産業人材の確保、地域の活力低下が大き

な課題であるため、当振興局では二つの事業に取り組みます。 

一つ目は、若者・女性に伝わる企業の魅力発見・発信事業です。いわきで働

く若者や女性を増やすため、地元企業の魅力を効果的に発信するとともに、互

いを理解し合う意見交換の場を設けます。 

二つ目は、合宿による若者と地域のつながりづくり推進事業です。交流・関

係人口を拡大するため、地域の強みをいかし、自転車やフラなど学生の合宿を

誘致することで、地元企業や住民とのつながりを作ります。 

こうした事業により、人口減少対策にしっかり取り組んでまいります。 

 以上です。 

  

【鈴木副知事】 

 これまでの説明に関して、質問･意見等ありますか。 

 最後に、知事からお願いいたします。 
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【知事】 

本県の人口減少の問題、これは目の前の危機です。皆さんとまず、この危機

意識をしっかり共有したいと思います。 

急激な人口減少という荒波に抵抗していく、抗っていくために大切なキーワ

ードが二つあります。 

一つ目は「オール県庁」です。今この本部会議で、15 名の部局長、７つの地

方振興局の局長等が発言しました。本部会議で 22 名の幹部が発言するのは前

例がありません。まさに、福島県庁の総力を挙げて取り組むべき危機、それが

この人口減少問題であります。 

二つ目のキーワード、それは「オール福島」です。県庁だけが人口減少対策

を行うということでは当然ありません。59 の市町村、産官学金労言、県内のあ

らゆる主体と一緒に力を合わせてこの荒波に対抗していく、そのオール福島の

体制が重要です。そのためにも、正に今後、連携あるいは共創のために、「官民・

連携共創チーム」を立ち上げて、一緒になって取り組む、このオール県庁、オ

ール福島の取組によって、人口減少にしっかり向き合い、一つ一つ成果を出し

ていきたいと思います。 

みなさんがそれぞれの部局でしっかり結果を出すことができるよう真剣に

取り組んでください。 

 

【鈴木副知事】 

以上で、会議を終了します。 


